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は
じ
め
に
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
前
号
に
引
き
続
き
、
田
中
光
顕
宛
山
県
有
朋
書
翰
（
巻
三
五
〜
巻
四
○
、
四
八
通
、
未
完
）
で
あ
る
さ
て
、
最
初
に
、
前
々
号
、
即
ち
第
五
七
号
に
紹
介
し
た
一
○
六
番
書
翰
（
明
治
三
九
年
九
月
一
五
日
付
田
中
宛
山
県
書
翰
）
に
関
連
し
て
言
及
し
た
乃
木
希
典
と
学
習
院
改
革
に
つ
い
て
若
干
補
足
し
て
お
き
た
い
。
一
○
六
番
書
翰
に
は
乃
木
に
関
連
し
て
「
院
務
粛
整
」
と
い
う
語
句
が
あ
り
、
こ
れ
を
学
習
院
改
革
に
関
連
す
る
も
の
と
推
定
し
、
学
習
院
長
就
任
後
の
乃
木
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
言
及
し
た
。
現
在
も
な
お
、そ
の「
院
務
粛
整
」の
具
体
的
内
容
は
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、し
か
し
、
そ
こ
で
触
れ
な
か
っ
た
乃
木
の
動
き
に
つ
い
て
若
干
紹
介
し
た
い
。
『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
一
の
明
治
三
九
年
八
月
二
五
日
の
条
に
、
乃
木
が
宮
内
省
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
、「
特
に
御
沙
汰
を
賜
ひ
て
学
習
院
教
育
の
事
」
に
参
与
し
、
宮
内
大
臣
（
田
中
光
顕
）
と
熟
議
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
（
六
○
四
頁
、
宮
内
庁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）。
こ
の
日
か
ら
、
乃
木
は
学
習
院
の
教
育
改
革
に
乗
り
出
し
、
一
○
六
番
書
翰
が
発
信
さ
れ
た
九
月
半
ば
頃
に
は
「
院
務
粛
整
」
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
乃
木
の
宮
内
省
御
用
掛
就
任
に
は
、
山
県
有
朋
の
意
向
が
働
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
明
治
三
九
年
八
月
二
一
日
付
山
県
宛
渡
辺
千
秋
〈
内
蔵
頭
兼
御
料
局
長
〉
書
翰
、
同
二
二
日
付
山
県
宛
寺
内
正
毅
〈
陸
軍
大
臣
〉
書
翰
、
同
九
月
六
日
付
山
県
宛
田
中
光
顕
書
翰
。
い
ず
れ
も
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
山
県
有
朋
文
書
」
第
一
七
冊
所
収
。
こ
れ
ら
三
通
の
書
翰
は
、
い
ず
れ
も
乃
木
の
宮
内
省
御
用
掛
就
任
に
関
す
る
山
県
の
配
慮
へ
の
謝
辞
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
渡
辺
書
翰
に
は
、
乃
木
に
よ
る
「
院
務
粛
清
」
が
期
待
さ
れ
て
い
る
旨
記
さ
れ
て
い
る
）。
山
県
は
、
す
で
に
明
治
三
六
年
一
一
月
に
学
習
院
改
革
に
関
す
る
意
見
書
を
田
中
宮
内
大
臣
に
提
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
品
性
陶
冶
の
強
調
、
寄
宿
制
度
の
復
活
、
陸
海
軍
諸
学
校
に
入
る
気
概
の
養
成
、
小
学
科
・
中
学
科
・
高
等
学
科
の
一
五
年
制
か
ら
「
予
備
科
・
本
科
」
一
三
年
制
へ
の
年
限
短
縮
、
教
員
採
用
の
厳
正
化
、
経
費
節
減
の
た
め
の
大
学
科
廃
止
、
華
族
以
外
の
入
学
者
の
制
限
（
全
学
生
の
一
割
と
す
る
）、
新
校
舎
建
設
な
ど
を
提
言
し
て
い
た
（『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
○
、
明
治
三
六
年
一
一
月
一
日
の
条
、
五
一
八
頁
、
一
九
七
四
年
）。
一
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市
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一
方
、
乃
木
は
日
露
戦
争
前
か
ら
学
習
院
長
の
候
補
と
し
て
名
が
あ
が
っ
て
お
り
（
同
上
第
一
一
、
明
治
四
○
年
一
月
三
一
日
の
条
、
六
七
○
頁
）、
山
県
の
学
習
院
改
革
構
想
に
適
し
た
人
物
と
判
断
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
御
用
掛
就
任
は
学
習
院
長
就
任
に
向
け
た
布
石
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
乃
木
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
乃
木
は
明
治
三
九
年
一
二
月
二
一
日
に
学
習
院
改
革
に
関
す
る
上
奏
書
を
田
中
光
顕
宮
内
大
臣
に
提
出
し
て
い
る
（
乃
木
神
社
社
務
所
編
『
乃
木
希
典
全
集
』
中
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
、
四
○
五
頁
）。
そ
し
て
、
三
日
後
の
二
四
日
に
は
天
皇
に
拝
謁
し
て
、
徳
大
寺
実
則
侍
従
長
陪
席
の
も
と
で
、
上
奏
書
の
大
意
を
直
接
言
上
し
た
。
し
か
し
、
翌
二
五
日
に
は
田
中
か
ら
宮
内
大
臣
官
邸
に
呼
び
出
さ
れ
「
当
分
延
期
説
を
請
求
さ
れ
」
た
た
め
、
乃
木
は
「
再
考
す
へ
く
答
へ
」て
辞
去
し
た
。乃
木
は
、あ
き
ら
め
き
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
二
六
日
に
山
県
を
訪
ね
て
「
所
見
を
陳
」
述
し
た
。
そ
の
結
果
と
思
わ
れ
る
が
、
二
七
日
乃
木
は
「
延
期
云
を
加
へ
」
再
び
意
見
書
を
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
延
期
云
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
翌
日
、
田
中
を
訪
ね
た
乃
木
は
「
承
諾
の
答
へ
」を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。そ
し
て
、年
が
明
け
て
、明
治
四
○
年
一
月
二
一
日
、
乃
木
は
上
奏
書
が
裁
可
さ
れ
た
こ
と
を
花
房
義
質
宮
内
次
官
よ
り
告
げ
ら
れ
た
（
以
上
、
同
上
、
四
○
五
―
四
○
八
頁
）。
さ
て
、
そ
の
乃
木
の
上
奏
書
で
あ
る
が
、
そ
の
要
旨
は
『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
一
に
よ
り
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
乃
木
の
主
張
は
以
下
の
二
点
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
に
学
習
院
の
教
育
は
「
品
性
の
陶
冶
を
以
て
第
一
要
義
」
と
す
る
こ
と
（
現
状
は
「
智
育
に
偏
す
る
の
弊
」
が
あ
る
と
の
認
識
が
併
せ
て
示
さ
れ
て
い
る
）、
第
二
に
初
等
科
・
中
等
科
・
高
等
科
の
現
行
の
体
制
を
予
科
六
年
・
本
科
九
年
に
改
編
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
本
科
第
一
学
年
卒
業
者
に
は
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
予
科
お
よ
び
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
に
、
同
第
四
学
年
卒
業
者
に
は
海
軍
兵
学
校
お
よ
び
海
軍
機
関
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
入
る
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
さ
ら
に
第
六
学
年
卒
業
者
に
は
陸
軍
各
兵
科
士
官
候
補
生
お
よ
び
陸
軍
主
計
候
補
生
に
相
当
す
る
学
力
を
、
全
科
卒
業
者
に
は
文
部
省
指
定
の
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
の
課
程
修
了
者
相
当
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
学
力
を
そ
れ
ぞ
れ
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
同
書
、
明
治
三
九
年
一
二
月
二
○
日
の
条
、
六
五
三
頁
）。
こ
れ
を
見
る
に
、
学
習
院
の
学
制
を
根
本
か
ら
改
革
す
る
案
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
上
奏
書
を
う
け
て
、
明
治
四
○
年
一
月
二
二
日
、
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
高
等
科
の
廃
止
が
延
期
さ
れ
た
（
同
上
、
同
日
の
条
、
六
六
七
―
六
六
八
頁
）。
高
等
科
は
、
前
年
の
明
治
三
九
年
四
月
に
華
族
女
学
校
が
学
習
院
女
学
部
と
な
っ
た
と
き
に
、
廃
止
が
決
定
さ
れ
て
い
た
（
同
上
、
明
治
三
九
年
四
月
九
日
の
条
、
五
二
七
頁
。
な
お
、
高
等
科
廃
止
後
は
補
修
科
が
置
か
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
）。
高
等
科
の
廃
止
延
期
は
乃
木
の
意
見
に
よ
る
と
い
う
（
同
上
、
明
治
四
○
年
一
月
二
二
日
の
条
、
六
六
八
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
「
延
期
云
」
は
高
等
科
廃
止
の
延
期
を
含
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、上
記
の
よ
う
な
乃
木
の
改
革
構
想
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
等
科
の
廃
止
延
期
と
と
も
に
、「
修
業
年
限
・
学
級
及
び
一
学
級
の
修
学
期
限
等
一
に
旧
に
依
ら
し
む
」（
同
上
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
凍
結
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
乃
木
の
日
記
に
記
さ
れ
た
「
延
期
」
の
語
句
は
、
改
革
全
体
の
延
期
を
も
含
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
一
の
明
治
四
○
年
一
月
三
一
日
の
条
（
同
書
、
六
七
○
頁
）
に
は
、
乃
木
学
習
院
長
就
任
の
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
裁
可
さ
れ
た
は
ず
の
乃
木
上
奏
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
根
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本
的
な
改
革
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、
明
治
三
九
年
八
月
に
学
習
院
の
改
革
を
命
じ
ら
れ
た
乃
木
は
、
九
月
半
ば
の
時
点
で
山
県
が
満
足
す
る
仕
事
ぶ
り
を
見
せ
た
こ
と
を
一
○
六
番
書
翰
は
物
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
書
翰
は
、
学
習
院
改
革
を
媒
介
項
と
し
て
山
県
と
乃
木
の
協
調
的
関
係
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
露
戦
争
の
功
労
者
で
あ
る
乃
木
の
戦
後
に
お
け
る
処
遇
に
関
わ
る
重
要
な
史
料
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
明
治
後
半
期
に
お
け
る
学
習
院
を
通
じ
て
の
華
族
の
子
弟
教
育
に
関
わ
る
史
料
と
も
な
ろ
う
。
さ
て
、
今
回
は
書
翰
や
書
翰
を
収
め
た
軸
物
に
、
田
中
の
経
歴
を
示
す
記
載
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
田
中
の
経
歴
を
若
干
紹
介
し
て
お
こ
う
。
警
視
総
監
は
明
治
二
二
年
一
二
月
〜
同
二
四
年
四
月
、
宮
中
顧
問
官
は
明
治
二
四
年
三
月
〜
同
二
八
年
七
月
、
学
習
院
長
は
明
治
二
五
年
一
月
〜
二
八
年
三
月
、
宮
内
大
臣
は
明
治
三
一
年
二
月
〜
同
四
二
年
六
月
、
以
上
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
警
視
総
監
、
学
習
院
長
の
就
任
事
情
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
田
中
が
、
第
一
議
会
閉
会
後
に
警
視
総
監
か
ら
宮
中
顧
問
官
に
転
じ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
号
に
述
べ
て
あ
る
。
宮
内
大
臣
就
任
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
博
文
首
相
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
田
中
が
辞
退
し
た
た
め
に
、
岩
倉
具
定
案
が
浮
上
し
た
。
し
か
し
、
結
局
、
再
び
田
中
案
に
戻
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
伊
藤
首
相
か
ら
の
打
診
に
つ
い
て
田
中
は
山
県
に
報
告
し
て
お
り
、
こ
と
に
よ
る
と
田
中
案
の
再
浮
上
は
山
県
も
進
め
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
（
明
治
三
一
年
一
月
一
四
日
付
山
県
有
朋
宛
田
中
光
顕
書
翰
、
尚
友
倶
楽
部
山
県
有
朋
関
係
文
書
編
纂
委
員
会
編
・
刊
『
尚
友
叢
書
一
三
―
二
山
県
有
朋
関
係
文
書
』
三
四
二
頁
、
二
○
○
六
年
）。
次
に
、
今
回
紹
介
す
る
主
な
書
翰
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
今
回
も
、
山
県
の
田
中
に
対
す
る
来
訪
、
面
談
要
請
の
た
め
の
短
翰
が
多
く
目
に
付
く
。
一
九
九
番
書
翰
（
明
治
年
不
明
七
月
二
九
日
付
）
は
、
山
県
邸
の
裏
門
か
ら
入
る
よ
う
田
中
に
要
請
し
て
い
る
。
人
目
を
憚
っ
て
密
談
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
表
に
面
し
た
入
り
口
付
近
に
は
新
聞
記
者
な
ど
が
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
二
一
一
番
書
翰（
年
代
不
明
八
月
二
日
付
）に
も「
裏
門
」か
ら
入
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
あ
り
、
二
○
九
番
書
翰
（
明
治
年
不
明
七
月
一
四
日
付
）
に
も
「
密
話
」
と
い
う
語
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
、
本
当
に
裏
口
に
は
人
の
目
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
五
番
書
翰
（
明
治
二
三
年
九
月
一
七
日
付
）
に
お
け
る
「
探
聞
書
」
と
は
、
警
察
（
こ
の
場
合
は
警
視
庁
）
が
収
集
し
た
政
治
情
報
を
い
う
。
法
政
大
学
が
所
管
し
て
い
る
「
田
中
光
顕
関
係
文
書
」
に
は
、
田
中
警
視
総
監
宛
の
探
聞
書
は
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
、「
中
山
寛
六
郎
関
係
文
書
」（
東
京
大
学
法
学
部
付
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
所
蔵
）
所
収
の
田
中
光
顕
書
翰
に
は
、
本
人
が
警
視
総
監
時
代
に
お
け
る
政
党
関
係
者
の
探
聞
書
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
第
一
議
会
開
会
前
の
政
党
事
情
な
ど
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
山
県
首
相
の
秘
書
官
で
あ
っ
た
中
山
宛
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
同
文
書
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
無
論
、
事
実
上
、
山
県
首
相
へ
の
報
告
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
田
中
警
視
総
監
か
ら
直
接
山
県
首
相
宛
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
情
報
の
処
理
に
関
す
る
一
つ
の
ル
ー
ト
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
翰
に
よ
れ
ば
、
山
県
か
ら
田
中
警
視
総
監
に
探
聞
書
が
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
は
す
で
に
同
じ
情
報
を
共
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
確
認
の
た
め
互
い
に
情
報
を
提
供
し
合
う
と
こ
ろ
に
、彼
等
の
慎
重
な
性
格
が
読
み
取
れ
る
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
八
）
三
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二
○
六
番
書
翰
（
年
代
不
明
三
月
一
日
付
）
に
は
、
宮
内
大
臣
か
ら
山
県
に
電
話
で
会
見
要
請
が
伝
え
ら
れ
た
と
記
し
て
あ
る
。山
県
の
電
話
使
用
に
関
す
る
記
述
は
、
「
田
中
光
顕
関
係
文
書
」
に
お
い
て
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
藩
閥
政
治
家
の
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
隆
「
明
治
時
代
の
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
そ
の
二
）（
そ
の
三
）」（『
東
京
大
学
新
聞
研
究
所
紀
要
』
第
三
三
〈
一
九
八
五
年
〉、
三
五
号
〈
一
九
八
六
年
〉）、
お
よ
び
同
「
明
治
期
に
お
け
る
政
治
家
の
電
話
利
用
」（
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
編
『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
五
号
、
一
九
九
六
年
）
が
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
政
治
家
に
よ
る
電
話
の
利
用
は
明
治
三
○
年
代
半
ば
以
降
に
本
格
化
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ
て
は
補
助
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
藩
閥
政
治
家
は
、
最
も
重
要
な
話
題
に
つ
い
て
は
面
談
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
第
一
に
選
択
し
、
そ
の
他
、
書
通
（
使
者
が
届
け
る
場
合
と
郵
便
制
度
に
よ
る
場
合
の
二
通
り
が
あ
る
）、
伝
言
（
使
者
が
伝
え
る
）、
電
信
と
い
っ
た
手
段
を
使
い
、
電
話
は
そ
う
し
た
手
段
の
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
面
談
は
、
相
手
の
表
情
や
所
作
な
ど
の
外
貌
を
直
接
観
察
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
電
話
は
そ
う
し
た
点
で
は
劣
る
も
の
の
、
速
達
性
、
直
行
性
、
簡
便
性
等
に
優
れ
て
お
り
、
明
治
前
半
期
に
は
専
ら
簡
略
な
用
件
伝
達
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
三
○
番
書
翰
で
も
、
電
話
で
伝
え
ら
れ
た
情
報
は
単
に
会
見
要
請
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
二
一
七
番
書
翰
（
明
治
二
四
年
三
月
一
七
日
付
）
は
、
第
一
議
会
閉
会
直
前
の
山
県
の
動
静
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
風
邪
の
た
め
に
大
磯
で
療
養
し
、
議
会
の
閉
会
式
を
欠
席
し
た
山
県
は
、
こ
の
書
翰
に
よ
る
と
「
反
古
」、
す
な
わ
ち
維
新
以
来
自
分
宛
に
寄
せ
ら
れ
た
書
翰
の
整
理
に
あ
た
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
貴
重
な
書
翰
を
田
中
が
保
管
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
山
県
の
大
磯
引
き
籠
も
り
は
、
単
に
風
邪
の
療
養
の
み
に
時
間
を
過
ご
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
山
県
の
手
元
史
料
の
整
理
作
業
の
一
端
が
、
こ
の
書
翰
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
お
、
山
県
の
幕
末
維
新
期
へ
の
関
心
に
関
連
し
て
、
二
○
一
番
書
翰
（
明
治
年
不
明
八
月
一
六
日
付
）
が
注
目
さ
れ
る
。
書
翰
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
「
戊
辰
始
末
二
巻
」
と
は
、
岡
本
武
雄
『
王
政
復
古
戊
辰
始
末
』
全
三
巻
（
金
港
堂
、
明
治
二
一
年
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
書
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
著
者
は
旧
桑
名
藩
士
で
あ
り
、
戊
辰
戦
争
に
は
旧
幕
府
軍
の
一
員
と
し
て
参
戦
し
、
敗
戦
の
痛
手
を
蒙
っ
た
人
物
で
あ
る
。
同
書
は
、
井
伊
直
弼
の
時
代
か
ら
王
政
復
古
の
大
号
令
ま
で
の
時
期
を
史
料
と
共
に
叙
述
し
た
通
史
的
な
著
作
物
で
あ
る
。
同
書
に
は
山
県
や
田
中
は
登
場
し
な
い
が
、
山
県
は
、
周
知
の
通
り
、
そ
の
時
期
の
出
来
事
を
正
確
に
書
き
留
め
て
お
く
こ
と
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
同
書
を
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
一
七
番
書
翰
と
共
に
、
こ
の
書
翰
も
山
県
の
一
面
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
二
三
○
番
書
翰
（
明
治
二
四
年
一
二
月
二
六
日
付
）
は
、
第
二
議
会
の
解
散
を
称
賛
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
散
に
つ
い
て
、
山
県
は
「
政
党
首
領
の
陰
謀
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
若
し
議
員
等
に
し
て
尚
自
ら
悔
悟
す
る
所
な
く
ん
ば
」
解
散
を
重
ね
る
ほ
か
な
い
と
強
硬
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
改
選
結
果
が
「
老
成
著
実
、
国
家
と
休
戚
を
共
に
し
、
秩
序
的
進
歩
を
謀
り
、
実
業
主
義
を
抱
持
す
る
士
民
」
が
新
議
員
と
し
て
多
数
登
場
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
（『
明
治
天
皇
紀
』
第
七
、
明
治
二
四
年
一
二
月
二
六
日
の
条
、
九
六
九
頁
、
一
九
七
二
年
）。
山
県
は
、
第
一
議
会
で
は
、
自
ら
首
相
と
し
て
国
際
的
視
野
に
立
ち
、
民
党
勢
力
が
多
数
を
占
め
る
衆
議
院
と
予
算
案
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
対
立
し
た
も
の
の
、
最
終
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的
に
妥
協
し
た
こ
と
に
よ
り
、
解
散
の
危
機
を
切
り
抜
け
た
。
そ
の
妥
協
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
土
佐
派
の
裏
切
り
は
、
彼
に
と
っ
て
政
党
の
陰
謀
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
山
県
に
し
て
み
れ
ば
、
議
会
に
対
し
自
ら
の
信
念
に
基
づ
い
て
強
硬
な
姿
勢
を
貫
く
べ
き
で
あ
っ
た
（
つ
ま
り
、
解
散
を
断
行
す
べ
き
で
あ
っ
た
）
と
の
思
い
が
胸
の
底
に
沈
殿
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
書
翰
の
半
ば
で
、
解
散
後
の
「
挽
回
」
策
を
心
配
し
て
お
り
、
こ
の
あ
と
の
政
局
に
関
わ
る
意
志
を
示
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
次
に
、
書
翰
の
後
半
部
分
に
記
さ
れ
た
小
沢
と
は
、
第
二
議
会
の
貴
族
院
に
お
け
る
小
沢
武
雄
（
男
爵
・
陸
軍
中
将
）
議
員
の
発
言
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
同
議
員
は
、
明
治
二
四
年
一
二
月
一
四
日
に
谷
干
城
議
員
が
提
出
し
た
施
政
の
方
針
に
関
す
る
建
議
案（
い
わ
ゆ
る
勤
倹
尚
武
建
議
案
。結
果
は
否
決
）へ
の
賛
成
演
説
の
中
で
、
「
帝
国
国
防
の
不
備
と
軍
制
の
欠
陥
」
を
指
摘
し
、
政
府
を
批
判
し
た
（
同
上
、
明
治
二
四
年
一
二
月
一
七
日
の
条
、
九
五
五
―
九
五
六
頁
）。
具
体
的
に
は
、
近
衛
師
団
、
常
備
師
団
に
お
け
る
騎
兵
、
要
塞
砲
兵
、
警
備
隊
（
島
嶼
防
禦
）
に
お
け
る
定
員
未
充
足
状
態
や
兵
員
不
足
、
海
軍
に
お
け
る
艦
船
の
現
有
量
が
不
十
分
な
こ
と
を
指
摘
し
、「
兵
器
弾
薬
等
総
て
出
師
準
備
の
如
き
は
我
々
が
甚
だ
懸
念
に
堪
へ
ざ
る
所
」
と
訴
え
た
の
で
あ
る
（
柏
木
一
朗
「
初
期
議
会
貴
族
院
に
お
け
る
国
防
論
争
と
軍
機
漏
洩
問
題
」、
法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
『
法
政
史
論
』
第
一
五
号
、
一
九
八
七
年
、
二
三
―
五
○
頁
）。
小
沢
の
本
意
は
、
国
防
に
要
す
る
費
用
が
巨
額
に
上
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
財
源
捻
出
の
た
め
に
冗
費
を
省
く
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
例
え
ば
監
軍
部
や
憲
兵
の
廃
止
案
を
示
し
つ
つ
、
谷
の
建
議
案
に
賛
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
谷
も
小
沢
も
国
防
力
整
備
そ
の
も
の
に
は
賛
成
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
部
の
陸
軍
軍
人
か
ら
軍
機
漏
洩
に
あ
た
る
、
ま
た
軍
人
の
本
分
に
悖
る
な
ど
の
痛
烈
な
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。こ
う
し
た
批
判
の
背
景
に
は
、
彼
等
が
衆
議
院
に
お
け
る
民
党
勢
力
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
憂
慮
し
た
天
皇
は
、
参
謀
総
長
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
に
問
題
解
決
を
諮
り
、
小
沢
を
諭
旨
免
官
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
旨
を
う
け
て
高
島
鞆
之
助
陸
相
が
小
沢
の
説
得
に
あ
た
り
、
そ
の
結
果
、
小
沢
は
終
身
陸
軍
中
将
を
免
官
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
憤
慨
し
た
谷
は
、
小
沢
が
す
で
に
予
備
役
で
あ
り
、
陸
軍
分
限
令
に
よ
り
律
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
ま
た
、
院
内
の
発
言
に
よ
り
院
外
で
処
分
を
う
け
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
し
て
、
参
謀
総
長
、
陸
相
、
さ
ら
に
は
天
皇
に
か
け
合
お
う
と
し
た
。
結
局
、
谷
は
陸
相
と
は
会
見
出
来
た
も
の
の
不
得
要
領
に
終
わ
り
、
天
皇
・
参
謀
総
長
と
の
会
見
は
い
ず
れ
も
叶
わ
ず
、
小
沢
を
救
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
衆
議
院
に
お
け
る
樺
山
資
紀
海
相
の
い
わ
ゆ
る
蛮
勇
演
説
と
い
う
著
名
な
ト
ピ
ッ
ク
の
陰
に
隠
れ
た
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。
二
三
○
番
書
翰
に
よ
れ
ば
、
小
沢
は
山
県
に
「
社
会
の
判
断
に
任
す
る
」
な
ど
と
す
る
釈
明
の
書
翰
を
出
し
て
い
た
（
管
見
の
限
り
、
こ
の
書
翰
は
見
当
た
ら
な
い
）。
小
沢
は
山
県
へ
の
「
謝
意
」
を
書
き
添
え
て
い
た
よ
う
で
も
あ
り
、
こ
の
書
翰
に
見
る
限
り
、
山
県
の
小
沢
に
対
す
る
批
判
的
な
姿
勢
は
読
み
取
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
柏
木
論
文
が
詳
し
い
。
二
三
一
番
書
翰
（
明
治
二
八
年
五
月
二
四
日
付
）
は
、
三
国
干
渉
後
に
朝
鮮
を
め
ぐ
っ
て
露
国
と
の
軍
事
的
衝
突
の
発
生
を
懸
念
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
過
剰
な
感
情
表
現
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
山
県
に
と
っ
て
対
露
戦
争
は
杞
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
八
）
五
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憂
と
ば
か
り
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
露
戦
争
前
の
対
外
硬
勢
力
か
ら
山
県
ら
元
老
は
恐
露
病
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
、
批
判
さ
れ
た
が
、
こ
の
書
翰
に
は
、
そ
の
片
鱗
が
窺
え
そ
う
で
あ
る
。
山
県
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
対
露
戦
に
は
き
わ
め
て
慎
重
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
一
八
六
番
書
翰
（
年
代
不
明
一
月
六
日
付
）
と
二
○
三
番
書
翰
（
明
治
年
不
明
九
月
二
二
日
付
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
前
者
は
、
秋
月
新
太
郎
宛
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
様
な
事
情
か
ら
田
中
の
元
に
残
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
秋
月
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
六
年
四
月
に
宮
内
省
内
に
編
纂
局（
総
裁
・
岩
倉
具
視
、編
修
委
員
長
・
福
羽
美
静
・
西
周
）が
設
置
さ
れ
、
「
皇
国
大
政
の
沿
革
」
を
編
纂
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
に
、
落
合
済
三
（
参
事
院
議
官
補
）
・
小
中
村
清
矩
（
東
京
大
学
教
授
）
・
妻
木
頼
矩
（
参
事
院
御
用
掛
）
ら
と
共
に
、
参
事
院
議
官
補
か
ら
委
員
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
明
治
天
皇
紀
』
第
六
、
明
治
一
六
年
四
月
七
日
の
条
、
三
二
頁
、
一
九
七
一
年
）。
後
者
に
登
場
す
る
「
越
山
」
と
は
芳
川
顕
正
の
号
で
あ
る
。
藩
閥
政
府
に
お
け
る
芳
川
の
位
置
付
け
は
、
山
県
系
と
見
ら
れ
て
い
る
。
田
中
と
共
に
、
明
治
二
二
年
頃
に
山
県
に
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
芳
川
自
ら
山
県
の
「
太
刀
持
」
と
称
し
て
い
た
と
い
う（
佐
々
木
隆「
明
治
時
代
の
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
そ
の
一
）」、
『
東
京
大
学
新
聞
研
究
所
紀
要
』
第
三
二
号
、
一
九
八
四
年
、
二
三
二
頁
）。
さ
て
、
今
回
の
凡
例
も
前
回
ま
で
の
も
の
に
準
じ
て
い
る
こ
と
、
翻
刻
史
料
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
最
終
的
に
目
を
通
し
た
長
井
が
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
お
く
。
山
県
有
朋
書
翰
（
そ
の
八
）
「
含
雪
公
手
翰
巻
三
十
五
宮
内
大
臣
時
代
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
184
（
）（
）
年
12
月
31
日
御
多
忙
察
申
候
。
昨
日
、
利
子
さ
し
送
り
来
候
故
、
即
さ
し
出
申
候
。
御
落
手
可
被
下
候
。
生
儀
昨
日
来
風
気
に
て
、
今
朝
は
臥
蓐
罷
在
申
候
。
夫
故
御
無
沙
汰
仕
候
。
草
々
頓
首
十
二
月
三
十
一
日
有
朋
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
老
閣
、
親
展
手
形
在
。
裏
、
封
、
有
朋
。
山
185
（
）（
）
年
11
月
７
日
御
清
適
欣
然
之
至
に
候
。
扨
、
今
夕
は
芽
城
草
廬
え
罷
越
候
故
御
閑
暇
に
候
は
ゝ
、
御
来
訪
被
下
間
布
候
や
申
上
試
候
。
草
々
頓
首
十
一
月
七
日
芽
城
山
人
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
麹
町
、
田
中
少
将
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
山
県
朋
。
山
186
（
）（
）
年
１
月
６
日
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前
文
欠
。
編
者
註
、
以
下
同
じ
﹈
可
致
と
の
事
に
候
。
将
亦
別
書
旗
野
自
之
書
牘
供
清
覧
候
。
猶
田
中
被
仰
談
一
工
風
御
施
し
可
被
下
候
。
他
事
拝
光
。
匆
々
頓
首
一
月
六
日
含
雪
●
必
山
賢
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
秋
月
新
太
郎
様
、
山
県
有
朋
、
親
展
。
裏
、
〆
。
山
187
明
治
（
）
年
１
月
16
日
今
朝
御
談
合
致
置
度
儀
有
之
候
処
、
老
兄
に
は
如
何
之
御
都
合
に
候
や
。
御
さ
し
支
も
候
は
ゝ
、
時
刻
御
示
し
可
被
下
旅
寓
え
参
上
可
致
含
に
候
。
為
其
。
草
々
不
一
一
月
十
六
日
朝
有
朋
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
少
将
殿
、
親
展
至
急
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
188
明
治
（
）
年
４
月
11
日
昨
日
御
約
束
仕
置
候
亜
刺
比
亜
馬
名
簿
一
覧
表
差
出
申
候
。
御
落
手
可
被
下
候
。
昨
日
机
上
に
置
候
様
御
内
話
仕
候
処
、
皮
袋
之
中
よ
り
今
朝
飛
出
し
驚
入
申
候
。
毎
度
御
咄
仕
候
様
近
来
老
耄
に
て
記
臆
は
丸
而
無
之
、
慙
愧
之
至
、
御
冷
笑
可
被
下
候
。
草
々
頓
首
四
月
十
一
日
朝
芽
城
山
人
●
青
山
老
閣
今
日
は
泥
濘
に
て
乗
試
如
何
可
有
之
歟
速
に
御
一
覧
企
望
仕
候
。
彼
は
駿
馬
と
見
仕
申
候
。
再
白
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
陸
軍
少
将
殿
、
至
急
親
展
、
馬
表
添
。
裏
、
〆
、
山
県
中
将
。
山
189
（
）（
）
年
12
月
７
日
先
日
は
罷
出
種
々
御
馳
走
辱
奉
謝
候
。
扨
、
其
節
も
御
談
致
置
候
例
之
草
按
、
其
後
如
何
相
運
候
歟
。
充
分
精
神
を
注
き
、
点
竄
之
儀
致
依
頼
候
事
故
、
無
論
迫
立
候
様
に
て
者
如
何
し
く
候
得
共
、
猶
御
思
慮
被
成
下
度
奉
存
候
。
生
も
明
日
者
一
応
参
内
可
致
と
心
組
罷
在
候
。
他
は
拝
光
万
縷
。
草
々
頓
首
十
二
月
七
日
含
雪
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
青
山
賢
兄
、
内
啓
急
。
裏
、
緘
、
山
県
朋
。
山
190
明
治
（
40
）
年
11
月
２
日
青
山
田
中
老
閣
え
返
却
物
。
﹇
封
筒
﹈
表
、
東
京
麹
町
区
一
番
町
一
番
地
官
舎
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
京
都
無
隣
庵
、
山
県
朋
。
年
月
日
ス
タ
ン
プ
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
八
）
七
Hosei University Repository
「
含
雪
公
手
翰
巻
三
十
六
警
視
総
監
時
代
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
191
明
治
（
）
年
１
月
４
日
御
談
話
仕
度
儀
御
座
候
処
、
如
何
之
御
都
合
に
可
有
之
歟
。
雨
天
に
は
候
得
と
も
鳥
度
椿
山
荘
え
御
来
臨
被
下
間
布
や
申
試
候
。
只
今
退
職
を
さ
し
急
き
草
々
。
一
月
四
日
夜
含
雪
頓
首
●
青
山
老
台
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
総
監
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
192
明
治
（
）
年
１
月
16
日
一
金
七
百
五
拾
円
右
は
昨
年
利
子
と
し
て
送
り
来
候
分
に
付
、
即
さ
し
出
申
候
。
御
落
手
可
被
下
候
。
頓
首
一
月
十
六
日
含
雪
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
総
監
殿
、
親
展
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
193
明
治
（
）
年
３
月
８
日
拝
啓
此
中
御
話
有
之
候
黄
白
は
三
百
円
位
に
て
此
度
は
相
済
せ
申
度
事
情
は
御
面
談
に
譲
可
申
。
別
書
履
歴
書
壱
通
差
出
申
候
。
何
と
歟
御
工
風
之
途
は
無
御
座
哉
御
ね
た
れ
申
上
候
。
委
曲
拝
光
を
期
可
申
上
候
。
頓
首
三
月
八
日
有
朋
●
青
山
老
兄
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
警
視
総
監
殿
、
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
山
県
朋
。
山
194
明
治
（
）
年
３
月
26
日
桜
花
爛
漫
之
佳
期
を
報
し
来
候
付
、
今
夕
退
舎
掛
直
に
馬
頭
を
芽
城
草
廬
に
向
申
候
。
已
に
夜
に
入
候
故
、
明
朝
之
花
に
こ
ゝ
ろ
を
と
ゝ
め
、
一
泊
と
決
申
候
。
自
然
御
閑
暇
候
は
ゝ
、
曙
花
に
対
し
、
世
事
を
談
し
度
、
御
一
鞭
所
願
候
。
草
々
頓
首
三
月
廿
六
夜
芽
城
山
人
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
総
監
殿
、
内
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
195
明
治
（
23
）
年
９
月
17
日
今
朝
は
拝
晤
を
得
、
多
謝
。
扨
、
別
紙
探
聞
書
供
清
覧
候
。
勿
論
耳
朶
に
入
候
事
と
は
察
候
得
と
も
、
例
之
一
事
書
中
に
相
見
候
付
態
々
さ
し
出
申
候
。
余
事
拝
青
に
譲
。
草
々
頓
首
九
月
十
七
日
有
朋
●
田
中
老
閣
文学部紀要
第五十九号
八
Hosei University Repository
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
警
視
総
監
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
山
県
有
朋
。
山
196
明
治
（
）
年
２
月
15
日
今
朝
御
出
院
掛
鳥
度
官
舎
え
御
立
寄
被
下
度
所
願
候
。
生
も
咳
嗽
更
に
止
ま
ら
す
、
旁
大
磯
え
一
両
日
罷
越
養
生
候
処
、
大
に
快
方
。
然
る
に
一
昨
々
日
よ
り
の
寒
気
に
て
再
感
之
気
味
、
老
境
に
入
て
は
唯
歎
息
之
外
無
之
候
。
先
は
為
其
。
草
々
如
此
。
二
月
十
五
日
夜
芽
城
山
人
朋
頓
首
●
青
山
芭
蕉
庵
主
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
学
習
院
長
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
山
県
朋
。
山
197
明
治
（
）
年
１
月
10
日
曾
而
御
内
話
仕
置
候
様
藤
田
え
御
預
金
之
利
子
は
、
当
年
よ
り
八
朱
に
致
し
く
れ
候
と
の
事
に
て
、
別
書
預
証
書
相
認
、
昨
朝
送
付
之
分
接
手
候
に
付
即
さ
し
出
申
候
。
御
査
収
可
被
下
候
。
是
迄
之
分
は
彼
方
え
御
返
却
可
被
下
候
。
昨
夜
拝
青
之
節
は
頓
と
忘
却
仕
候
。
余
事
拝
晤
に
譲
。
草
々
頓
首
一
月
十
日
椿
山
荘
主
●
芭
蕉
庵
主
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
学
習
院
長
殿
、
親
展
。
裏
、
封
、
有
朋
。
「
含
雪
公
手
翰
巻
三
十
七
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
198
明
治
（
）
年
１
月
20
日
一
昨
日
参
内
仕
候
。
曾
而
御
内
話
致
候
一
事
篤
と
思
召
を
拝
承
仕
候
付
、
今
日
よ
り
山
田
を
訪
問
可
致
含
に
付
、
今
朝
鳥
渡
登
門
御
話
し
可
致
存
居
候
処
、
朝
寝
を
致
し
最
早
時
刻
相
迫
候
付
、
一
書
相
認
概
略
開
陳
仕
候
。
孰
明
後
日
は
帰
京
候
付
、
其
節
万
縷
可
申
述
候
。
草
々
頓
首
一
月
廿
日
朝
八
字
過
椿
山
荘
主
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
将
軍
幕
下
、
密
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
199
明
治
（
）
年
７
月
29
日
昨
夜
者
難
有
多
謝
。
今
朝
鳥
渡
得
拝
青
度
御
立
寄
願
上
候
。
草
々
頓
首
七
月
廿
九
日
有
朋
●
青
山
兄
裏
門
御
通
行
可
被
下
候
。
﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
老
兄
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
200
明
治
（
）
年
３
月
28
日
此
中
御
噺
仕
候
古
画
一
覧
之
儀
、
今
午
後
一
、
二
時
頃
児
玉
え
罷
越
可
申
約
束
致
置
候
間
、
其
比
御
誘
ひ
可
申
上
御
内
居
相
願
候
。
匆
々
頓
首
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
八
）
九
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三
月
廿
八
日
有
朋
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
様
、
山
県
、
内
啓
。
裏
、
〆
。
山
201
明
治
（
）
年
８
月
16
日
昨
夜
は
及
深
更
、
御
疲
労
察
申
候
。
扨
、
昨
日
御
噺
仕
候
戊
辰
始
末
二
巻
差
出
申
候
。
御
一
覧
所
願
候
。
余
事
拝
光
を
期
し
可
申
候
。
草
々
頓
首
八
月
十
六
日
含
雪
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
少
将
殿
、
親
展
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
202
明
治
（
）
年
９
月
14
日
拝
啓
今
朝
御
出
勤
前
御
支
り
無
之
候
は
ゝ
暫
時
の
間
官
宅
え
御
立
寄
被
下
間
布
や
申
陳
試
候
。
草
々
頓
首
九
月
十
四
日
有
朋
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
少
将
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
〆
、
山
県
有
朋
。
山
203
明
治
（
）
年
９
月
22
日
被
仰
聞
候
様
越
山
自
申
来
候
。
明
朝
は
九
字
自
御
同
行
可
仕
相
楽
居
申
候
。
草
々
拝
復
九
月
廿
二
夜
含
雪
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
老
兄
、
含
雪
、
内
啓
復
。
裏
、
〆
。
山
204
明
治
（
）
年
11
月
14
日
御
清
康
奉
欣
然
候
。
扨
は
両
三
日
前
よ
り
風
気
に
被
犯
、
遂
に
一
昨
日
よ
り
臥
蓐
罷
居
、
今
日
は
大
に
快
方
に
趨
き
明
日
比
よ
り
は
推
て
も
外
出
致
度
相
含
居
申
候
。
今
夕
自
然
御
閑
暇
御
座
候
は
ゝ
官
舎
え
御
来
訪
被
成
下
間
布
や
申
試
候
。
草
々
頓
首
十
一
月
十
四
日
含
雪
拝
●
青
山
老
台
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
少
将
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
205
明
治
（
）
年
12
月
８
日
下
田
学
校
之
事
に
付
、
曾
而
御
承
知
相
成
候
様
、
明
日
九
字
半
彼
方
え
集
会
一
決
可
致
と
伊
藤
其
外
申
談
相
調
候
付
、
老
兄
に
も
御
出
席
被
成
下
度
候
。
今
日
御
内
話
可
仕
相
考
頓
と
致
失
念
候
。
不
取
敢
一
書
拝
呈
。
草
々
頓
首
十
二
月
八
日
含
雪
●
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青
山
老
兄
猶
、
井
上
は
得
参
り
不
申
候
。
伊
藤
と
老
兄
及
ひ
小
生
耳
に
可
有
之
と
察
申
候
。
足ママ刻
寸
時
御
来
訪
可
被
下
候
。
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
将
軍
幕
下
、
親
展
急
。
裏
、
〆
、
山
県
朋
。
「
含
雪
公
手
翰
巻
三
十
八
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
206
（
）（
）
年
３
月
１
日
今
朝
は
御
来
訪
を
煩
し
多
謝
。
于
時
只
今
宮
内
大
臣
よ
り
電
話
を
以
罷
越
候
に
付
内
話
致
候
様
と
の
事
に
有
之
候
。
必
ら
す
今
朝
御
談
話
致
候
事
項
よ
り
相
生
し
た
る
事
と
察
申
候
。
就
而
は
都
合
に
依
り
て
は
猶
御
相
談
可
致
儀
も
可
有
之
候
に
付
、
暫
時
御
内
居
相
願
候
。
為
其
。
草
々
頓
首
三
月
一
日
有
朋
●
田
中
賢
台
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
将
軍
幕
下
、
内
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
207
（
）（
）
年
５
月
16
日
今
朝
御
出
勤
掛
鳥
渡
草
廬
え
御
立
寄
被
下
間
布
候
や
申
試
候
。
草
々
頓
首
五
月
十
六
日
椿
山
荘
主
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
田
中
老
台
、
親
展
。
裏
、
〆
、
含
雪
。
山
208
（
）（
）
年
６
月
30
日
若
御
閑
暇
に
候
得
は
ゝママ鳥
渡
御
来
訪
被
下
間
布
や
。
些
御
密
話
仕
度
事
件
さ
し
起
り
申
候
。
昨
日
来
登
門
可
致
含
に
候
処
東
奔
西
走
、
只
今
帰
宅
仕
候
。
草
々
頓
首
六
月
三
十
日
有
朋
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
賢
台
、
内
披
。
裏
、
封
、
有
朋
。
山
209
明
治
（
）
年
７
月
14
日
別
紙
之
通
只
今
大
浦
主
事
よ
り
申
来
候
付
、
相
違
無
之
儀
と
察
申
候
。
就
而
は
今
晩
御
密
話
に
及
ひ
候
事
項
は
御
取
消
可
被
下
候
。
且
明
朝
鳥
渡
御
来
訪
相
願
候
。
敬
具
七
月
十
四
夜
椿
山
荘
主
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
賢
台
、
親
展
急
啓
。
裏
、
封
、
有
朋
。
山
210
（
）（
）
年
７
月
16
日
炎
暑
之
候
、
先
以
御
清
康
敬
賀
之
至
に
候
。
扨
は
雨
降
山
廻
游
等
之
高
話
も
有
之
、
先
日
一
書
拝
呈
仕
置
候
処
ど
ふ
歟
明
日
比
御
出
か
け
相
成
候
や
に
竹
添
氏
よ
り
今
朝
一
書
を
接
手
伝
承
仕
候
。
然
処
小
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
八
）
一
一
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生
家
事
上
に
付
、
鳥
渡
帰
京
致
度
に
付
、
明
日
若
御
発
途
之
思
召
も
有
之
候
は
ゝ
暫
時
御
見
合
被
下
間
布
や
。
実
は
竹
添
と
の
略
約
束
も
有
之
、
旁
明
後
日
迄
は
滞
庵
可
致
含
に
居
候
得
共
、
同
氏
は
昨
日
よ
り
中
暑
之
気
味
に
て
来
游
難
出
来
由
申
来
候
付
、
幸
ひ
一
両
日
帰
宅
之
上
用
事
相
片
付
再
游
之
心
積
り
に
候
。
幸
便
出
来
御
断
り
旁
鳥
渡
申
上
候
。
余
事
拝
光
。
草
々
頓
首
七
月
十
六
日
朝
七
字
小
淘
庵
主
●
芭
蕉
庵
主
公
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
芭
蕉
庵
に
て
、
田
中
将
軍
幕
下
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
大
磯
、
小
淘
庵
主
朋
。
山
211
（
）（
）
年
８
月
２
日
今
朝
御
閑
暇
に
候
は
ゝ
鳥
渡
御
来
訪
被
下
間
敷
や
申
試
候
。
草
々
如
此
。
八
月
二
日
椿
山
主
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
裏
門
御
通
行
可
被
下
候
。
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
賢
台
、
内
披
。
裏
、
〆
、
椿
山
荘
主
。
山
212
（
）（
）
年
８
月
13
日
一
昨
日
は
高
配
を
煩
し
多
謝
。
昨
日
夫
々
実
施
致
し
申
候
。
甚
た
好
結
果
を
顕
し
候
哉
に
察
し
候
。
昨
夕
門
番
之
事
被
仰
聞
忝
候
。
丁
度
服
部
等
よ
り
も
注
意
候
付
、
無
漏
取
計
申
候
。
扨
、
先
日
御
内
話
致
し
置
候
石
猊
昨
夕
到
着
、
今
朝
取
建
に
は
一
見
為
致
候
。
何
卒
今
夕
に
て
も
明
朝
に
て
も
鳥
渡
御
一
覧
相
願
度
候
。
今
日
之
暑
気
は
土
用
に
少
し
も
不
相
易
、
米
に
は
宜
し
き
も
人
間
は
困
入
申
候
。
先
は
御
一
閲
を
願
候
迄
申
試
候
。
草
々
頓
首
八
月
十
三
日
椿
山
荘
主
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
田
中
老
台
、
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
213
（
）（
）
年
８
月
18
日
今
日
は
総
理
拝
命
之
御
報
知
を
得
、
為
国
家
敬
賀
と
共
に
安
神
仕
候
。
朝
来
之
情
況
如
何
や
御
漏
し
被
下
候
様
所
願
候
。
為
其
。
草
々
頓
首
八
月
十
八
夜
椿
山
荘
主
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
老
兄
、
内
啓
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
「
含
雪
公
手
翰
巻
三
十
九
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
214
明
治
（
24
）
年
７
月
10
日
先
以
御
清
安
欣
然
之
至
に
候
。
扨
は
小
生
儀
、
野
村
子
出
発
を
見
送
り
旁
横
浜
迄
参
り
、
夫
よ
り
直
に
当
地
浴
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養
に
出
か
け
申
候
。
就
而
は
此
近
辺
御
游
覧
之
高
話
も
承
り
居
、
旁
七
日
夜
貴
門
を
敲
き
試
候
処
、
既
に
寝
臥
之
後
に
て
拝
光
を
不
得
引
返
申
候
。
八
日
は
朝
自
外
出
致
し
彼
是
遂
に
拝
唔
を
不
得
、
残
念
之
至
に
候
。
御
游
覧
思
召
被
立
候
て
は
如
何
や
御
待
申
候
。
草
々
頓
首
七
月
十
日
大
磯
に
て
小
淘
庵
主
●
芭
蕉
庵
老
主
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
芭
蕉
庵
主
人
座
下
、
内
展
。
裏
、
緘
、
相
州
大
磯
、
小
淘
庵
主
。
山
215
明
治
（
）
年
11
月
10
日
明
日
よ
り
游
猟
に
出
か
け
可
申
と
御
約
束
仕
置
候
へ
共
、
明
後
朝
一
番
汽
車
（
六
字
三
十
分
位
と
覚
）
に
て
罷
越
、
一
両
日
山
野
を
跋
渉
可
仕
と
奉
存
候
。
何
卒
御
さ
し
く
り
被
成
置
御
同
行
相
願
候
。
草
々
頓
首
十
一
月
十
日
椿
山
荘
主
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
老
閣
、
内
展
。
裏
、
〆
、
椿
山
荘
主
。
山
216
明
治
（
）
年
１
月
25
日
昨
日
罷
出
候
処
、
折
悪
布
御
る
す
に
て
侍
者
に
一
言
申
置
候
様
、
今
夕
三
字
比
自
椿
山
荘
え
御
来
游
相
待
申
候
。
草
々
頓
首
一
月
廿
五
日
含
雪
●
青
山
賢
台
﹇
封
筒
﹈
表
、
麹
町
元
園
丁
、
田
中
少
将
殿
、
親
展
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
217
明
治
（
24
）
年
３
月
17
日
先
日
は
御
栄
転
大
賀
之
至
に
候
。
扨
は
小
生
儀
、
過
日
拝
唔
を
得
候
節
よ
り
引
続
流
行
感
冒
に
て
数
日
平
臥
罷
在
、
追
日
軽
快
に
立
到
候
付
、
昨
日
俄
然
大
磯
え
転
地
療
養
致
し
申
候
。
此
度
は
病
勢
を
侮
り
大
に
敗
北
を
と
り
申
候
。
詰
る
処
は
年
の
き
た
る
を
悔
候
外
無
之
事
に
候
。
老
兄
に
は
爾
後
御
容
体
如
何
や
。
此
節
は
気
候
不
順
御
自
重
所
祈
に
候
。
此
度
は
来
客
は
謝
絶
、
旁
閑
散
を
得
候
。
依
而
維
新
後
之
反
古
さ
ら
へ
な
と
い
た
し
可
申
と
存
候
。
就
而
は
曾
而
杉
山
、
松
方
其
他
之
書
簡
続
立
有
之
候
分
さ
し
出
し
置
候
様
相
覚
候
。
若
御
手
寄
に
候
は
ゝ
御
送
附
被
下
度
致
希
望
候
。
余
事
拝
光
に
譲
。
草
々
頓
首
三
月
十
七
日
夜
小
淘
庵
主
含
雪
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
宮
中
顧
問
官
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
山
県
朋
。
山218
明
治
（
）
年
１
月
７
日
昨
夜
は
御
来
訪
難
有
奉
存
候
。
御
内
話
仕
候
山
田
伯
え
面
会
之
儀
は
小
生
忌
明
後
可
罷
越
含
に
付
、
土
方
え
御
面
会
之
節
御
話
し
被
下
度
願
ひ
上
候
。
且
石
黒
え
御
対
話
被
下
、
金
井
之
人
物
も
些
と
御
聞
合
置
願
ひ
度
候
。
為
其
。
草
々
頓
首
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
八
）
一
三
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一
月
七
日
芽
城
山
人
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
将
軍
幕
下
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
219
明
治
（
）
年
２
月
20
日
先
日
御
内
話
仕
置
候
一
事
御
序
之
節
石
黒
え
何
と
な
く
御
談
合
被
下
度
候
。
其
節
も
開
陳
仕
候
様
請
求
な
と
の
事
は
思
い
も
依
ら
さ
る
儀
故
、
此
辺
可
然
御
含
み
生
之
面
目
に
関
せ
さ
る
様
御
駈
引
不
堪
希
望
候
。
過
刻
面
唔
を
得
候
節
申
落
候
付
、
鳥
渡
申
上
候
。
草
々
頓
首
二
月
廿
日
椿
山
荘
主
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
将
軍
幕
下
、
内
展
。
裏
、
封
、
含
雪
。
山
220
明
治
（
）
年
８
月
15
日
暁
来
驟
雨
。
欣
然
今
日
は
軽
快
外
出
仕
候
付
、
越
山
方
へ
今
夕
御
同
伴
仕
度
、
後
刻
参
堂
之
含
に
付
、
御
待
合
可
被
下
候
。
草
々
頓
首
八
月
十
五
日
含
雪
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
元
園
町
、
青
山
田
中
老
兄
、
内
啓
。
裏
、
〆
、
九
段
坂
上
、
山
県
朋
。
山
221
明
治
（
）
年
８
月
25
日
残
熱
難
耐
候
処
、
如
何
被
為
渉
候
や
。
小
生
は
又
再
発
故
、
今
日
自
椿
山
荘
に
引
籠
、
三
、
四
日
加
養
可
致
存
候
。
扨
古
経
供
清
覧
併
鑑
定
を
も
相
願
度
、
今
明
日
中
御
閑
暇
之
節
御
来
訪
被
下
間
布
や
申
試
候
。
草
々
頓
首
八
月
廿
五
日
含
雪
●
青
山
賢
兄
猶
、
性
霊
集
拝
借
難
有
返
却
仕
候
。
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
少
将
殿
、
親
展
急
。
裏
、
〆
、
山
県
有
朋
。
山
222
明
治
（
）
年
11
月
５
日
今
夕
者
御
来
臨
被
成
下
候
由
忝
多
謝
。
萩
表
病
人
も
昨
夜
之
電
報
に
よ
れ
は
快
方
に
赴
き
候
と
の
池
田
、
橋
本
両
国
手
之
判
断
に
有
之
候
。
乍
去
電
報
之
事
故
又
変
態
を
生
候
事
も
可
有
之
歟
な
れ
ど
も
、
多
分
よ
ろ
し
き
傾
向
と
申
事
に
付
、
稍
安
神
仕
候
。
猶
、
今
後
之
一
電
相
催
し
置
申
候
。
先
は
御
放
念
願
ひ
上
候
。
余
事
拝
光
に
譲
。
草
々
頓
首
十
一
月
五
日
夜
椿
山
荘
主
●
芭
蕉
庵
大
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
芭
蕉
庵
主
人
座
下
、
親
展
。
裏
、
〆
、
椿
山
荘
主
拝
。
「
含
雪
公
手
翰
巻
四
十
」
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以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
223
（
）（
）
年
１
月
22
日
只
今
帰
宅
仕
候
。
使
命
は
目
的
を
達
し
申
候
。
若
御
閑
隙
に
も
候
は
ゝ
御
来
談
候
て
は
如
何
や
申
試
候
。
草
々
頓
首
一
月
廿
二
日
椿
山
荘
主
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
老
閣
、
内
披
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
224
（
）（
）
年
７
月
８
日
昨
夜
帰
京
仕
候
。
今
朝
御
出
省
か
け
鳥
渡
御
立
寄
被
下
候
得
は
仕
合
申
候
。
貴
慮
伺
試
候
。
草
々
頓
首
七
月
八
日
芽
城
山
人
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
老
台
、
御
直
披
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
225
（
）（
）
年
７
月
18
日
炎
熱
難
凌
候
処
、
弥
御
清
適
欣
然
之
至
に
候
。
扨
、
過
日
略
御
内
話
仕
置
候
黄
白
七
百
五
拾
円
之
辻
差
出
申
候
。
御
査
収
可
被
下
候
。
細
縷
は
拝
光
を
得
可
申
陳
候
得
と
も
何
分
多
忙
に
取
紛
、
今
日
迄
遷
延
致
候
次
第
に
付
、
不
取
敢
別
封
拝
呈
仕
候
。
草
々
頓
首
七
月
十
八
日
含
雪
●
青
山
老
閣
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
賢
台
、
親
展
黄
白
添
。
裏
、
緘
、
含
雪
。
山
226
（
）（
）
年
９
月
14
日
刀
二
、
三
本
到
来
致
し
居
候
に
付
、
今
朝
御
出
省
掛
鳥
渡
御
立
寄
御
一
見
被
下
間
布
や
相
伺
ひ
申
候
。
草
々
不
一
九
月
十
四
日
椿
山
荘
主
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
老
兄
、
内
啓
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
227
（
）（
）
年
10
月
１
日
貴
恙
今
日
は
い
か
ゝ
や
。
蕉
庵
に
御
静
養
之
由
、
十
分
御
療
養
所
祈
候
。
老
生
も
昨
日
外
出
候
処
、
又
医
師
に
外
出
を
被
禁
候
。
為
指
事
は
更
に
無
之
、
御
懸
念
被
下
間
布
候
。
此
中
よ
り
鳥
渡
御
内
話
致
し
可
申
含
に
て
時
日
を
推
移
致
候
儀
は
梅
処
へ
送
金
之
事
、
杉
よ
り
七
、
八
日
前
申
来
候
付
、
同
子
え
御
遣
し
可
被
下
候
。
細
事
は
得
拝
光
可
申
陳
候
。
草
々
不
宣
十
月
一
日
椿
山
荘
主
朋
頓
首
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
田
中
老
閣
座
下
、
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
八
）
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山
228
明
治
（
29
）
年
12
月
24
日
毛
利
公
爵
之
事
に
付
、
昨
夜
来
種
々
高
配
を
煩
し
多
謝
。
于
時
此
中
御
内
話
を
致
し
候
一
事
に
付
、
山
川
来
訪
面
会
相
断
候
処
、
別
書
落
手
候
間
供
清
覧
候
。
就
而
は
先
日
御
咄
之
形
行
概
要
書
中
に
認
め
相
渡
し
置
候
。
依
而
明
朝
鳥
渡
御
来
訪
相
願
度
、
猶
毛
利
家
之
事
に
付
て
も
事
情
申
述
度
。
為
其
。
草
々
頓
首
十
二
月
廿
四
日
椿
山
荘
主
●
青
山
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
田
中
老
閣
、
貞
観
政
要
添
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
229
明
治
（
）
年
12
月
18
日
今
朝
者
御
来
光
忝
多
謝
。
其
節
御
話
有
之
候
岩
崎
男
面
会
之
儀
、
廿
日
朝
九
字
と
の
事
被
仰
聞
了
承
。
何
等
之
さ
し
障
無
之
、
其
時
刻
御
待
可
申
上
候
。
先
は
拝
答
迄
。
草
々
。
余
事
期
面
晤
可
申
候
。
不
尽
十
二
月
十
八
日
椿
山
荘
主
●
芭
蕉
庵
主
人
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
老
兄
、
拝
復
内
啓
。
裏
、
緘
、
椿
山
荘
主
。
山
230
明
治
（
24
）
年
12
月
26
日
朶
雲
今
朝
落
掌
。
先
以
老
閣
万
福
恭
賀
。
扨
は
近
情
御
漏
し
被
下
忝
多
謝
。
于
時
昨
夜
半
議
会
解
散
之
詔
勅
発
布
之
内
報
を
得
、
為
国
家
大
賀
之
至
に
候
。
乍
去
か
ゝ
る
国
勢
に
立
到
、
之
を
挽
回
す
る
に
は
十
分
之
力
を
尽
さ
ゝ
れ
は
何
も
水
泡
に
帰
し
可
申
と
察
候
。
小
沢
之
事
に
付
、
漏
聞
御
申
越
被
下
、
実
に
驚
入
候
。
同
人
よ
り
書
翰
接
手
、
文
中
社
会
之
判
断
に
任
す
る
と
の
事
有
之
候
。
同
人
え
は
曾
而
御
会
話
も
有
之
候
様
、
生
え
は
大
に
謝
意
を
表
申
候
。
出
発
之
節
御
依
頼
仕
候
事
物
御
落
手
被
下
候
由
、
御
手
数
を
煩
し
申
候
。
明
後
日
は
帰
京
候
付
、
其
節
拝
光
万
縷
可
申
陳
候
。
草
々
頓
首
十
二
月
廿
六
日
大
磯
に
て
小
淘
庵
主
●
青
山
田
中
老
閣
座
下
﹇
封
筒
﹈
表
、
青
山
田
中
将
軍
幕
下
、
親
展
拝
復
。
裏
、
緘
、
相
州
大
磯
、
小
淘
庵
主
。
山
231
明
治
（
28
）
年
５
月
24
日
先
日
は
願
ひ
置
候
家
屋
建
築
之
図
并
に
計
算
書
共
御
送
致
被
下
忝
落
手
一
読
仕
候
。
聖
上
御
帰
輦
も
此
月
末
と
相
決
候
趣
に
付
、
万
事
帰
京
期
拝
晤
可
申
、
彼
是
之
事
情
に
て
兎
角
御
発
途
遷
延
と
相
成
、
内
閣
諸
公
、
殊
に
内
、
外
相
に
は
大
困
窮
に
可
有
之
歟
と
察
申
候
。
露
国
戦
闘
之
準
備
は
于
今
依
然
用
意
罷
在
候
。
朝
鮮
之
国
情
も
確
報
は
承
知
不
致
候
へ
と
も
、
各
新
聞
之
報
す
る
所
に
て
は
甚
不
纏
之
情
況
に
有
之
候
。
此
国
情
に
付
、
此
際
露
国
と
之
関
係
を
生
し
候
て
は
我
目
的
を
誤
り
可
申
歟
と
窃
に
痛
心
不
啻
候
。
数
十
年
来
之
素
志
も
一
朝
水
泡
に
帰
し
可
申
候
。
嗚
呼
時
下
為
君
国
御
自
重
千
金
。
五
月
廿
四
日
西
京
に
於
て
芽
城
山
人
朋
●
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青
山
田
中
老
兄
﹇
封
筒
﹈
表
、
東
京
小
石
川
区
関
口
台
町
、
田
中
宮
中
顧
問
官
殿
、
親
展
。
裏
、
京
都
ホ
テ
ル
、
山
県
有
朋
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
八
）
一
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